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Development of instructional materials for learning 
extended techniques for the euphonium 
山本裕之 ・ 小寺香奈
YAMAMOTO Hiroyuki ・ KOTERA Kana 
In order to learn specialized or extended playing techniques for a musical instrument, a 
learner can either receive instruction from someon巴 who has already learned the techniques or 
he/she can learn from a published instructional manual. Such publications are globally available 
for the m司jor instruments, but there are none that treat the euphonium. In addition, the content 
of published materials on performance methods almost never include instructional materials 
for those interested in actual performance. This study is based on the author’s own experiences 
with extended techniques for the euphonium and offi巴rs insights into the best ways to learn and 
develop teaching materials for these techniques. 
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1 . は じめ に
作曲家や演奏家が、 既 に 確立 さ れた一般的な奏法で は な く そ の 時代 に と っ て新 し い奏法、 い わ ゆ
る 特殊奏法や拡張奏法 と 呼ばれ る 技術を学ぶ方法 と し て は 、 そ の奏法を 習得 し て い る 演奏家、 つ ま
り 既習者か ら 直接指導を受け る こ と が一般的で あ る 。 し か し特殊奏法を習得 し て い る 奏者 は 決 し て
多 く な く 、 現代音楽が盛ん に 演奏 さ れて い る 地域以外では 、 既習者に接触す る こ と 自 体が 困 難 で あ
る 。 そ の よ う な場合に は 特殊奏法を解説す る 書籍を入手 し て 学ぶ こ と に な る 。 幸 い そ の よ う な 出 版
物 は 楽器の種類 ご と に 出版 さ れて い て 、 さ ら に 近年は イ ン タ ー ネ ッ ト で も 特殊奏法 に 関す る 様 々 な
情報を得る こ と が容易 に な り つつ あ る 。 た だ し それ は オー ケ ス ト ラ で用 い ら れ る よ う な楽器 に お い
て で あ り 、 歴史が浅 く 奏者の 数 も 少な い ユ ー フ ォ ニ ア ム の特殊奏法 に つ い て は 、 僅 か な 論文 l ；を除
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け ば 出版物やイ ン タ ー ネ ッ ト を通 し て 知 る こ と は ほ ぼ不可能で あ る 。 さ ら に 特殊奏法を扱 っ た書籍
が あ る 楽器 に お い て も 、 対象 と さ れて い る の は主に作曲家で あ る 。 し た が っ て 、 そ こ に は作 曲 に 役
立つ 内 容 は 多 く 書かれて い る が、 演奏す る ための技術 に 関 す る 記述や、 演奏家が実 際 に 奏法を 習 得
す る た め の教材等は ほ と ん ど含 ま れて い な いのが常であ る 。 殊に 特殊奏法 の た め の教則本が ほ と ん
ど存在 し ない こ と は、 結果 と し て特殊奏法の一般化を阻んでい る 一つの要因 と も 考 え ら れ る 。
ユー フ ォ ニ ア ム に おい て は前述の通 り 特殊奏法を解説 し た書籍がない上に 、 教則本 も ま た存在 し
な い。 し か し 元来演奏家が一般的な奏法を習得す る た め に は必ず教則本を使用 す る の と 同様 に 、 特
殊奏法を 習得す る た め に も 教材が必要で は な い だ ろ う か。 そ こ で本研究 で は 、 ユー フ オ ニ ア ム に お
け る 特殊奏法の習得に特化 し た教材作成を試み る 。 教材は、 楽器メ ー カ ー に よ る 製品の差や個体差、
ま た奏者 に よ る 差を考慮 し た筆者に よ る 研究デー タ に基づいて作成 し た。 そ の 際、 あ る 程度の技術
と 音楽’性を持 っ た奏者が、 一般的に使用 さ れて い る 複数の メ ー カ ー 2 に よ っ て作 ら れ た 異 な る ユー
フ ォ ニ ア ムを用いて も 、 演奏可能であ る 汎用性のあ る も のを 目 指 し た。
2 . 教材の作成
特殊奏法は 、 各 々 の奏法に よ っ て そ の習得の た め の適切な方法が異 な る 。 し た が っ て 、 ま ずそ れ
ら を実践に基づ く 判断に よ り 次の二つに分類 し た。
A . そ の奏法の た め に 特化 し た教材を練習する こ と が効果的であ る も の。
B . 教材は必要な く 、 曲 中 に そ の奏法が出て く る 箇所をその ま ま 練習すればよ い も の。
こ の う ち B に は 、 カ ラ ー ト リ ル （同度の ト リ ル） やマ ウ ス ピ ー ス ヒ ッ ト （マ ウ ス ピ ー ス を 手 の ひ
ら で叩 く ） 等が該 当 す る 。 本研究で は A に該 当 す る ハー フ ヴ ァ ル ヴ、 ペ ン デ イ ン グ、 微分音、 ス ラ
イ ドサ ウ ン ド 、 重音の五つの奏法について検証 し、 各々 の奏法の た めの教材を作成 し た。
ま ず既存の楽曲で、 各奏法が ど の よ う な 目 的で、 あ る い は ど の よ う な効果を狙 っ て 用 い ら れて い
る の かを検証 し た の ち 、 そ の結果に 基づいて教材を作成 し た。 既存曲 の 譜例 に は使用 目 的や効果を
解説 し 、 次に 三つの段階に分かれた練習課題 3 に は それぞれに 簡単な解説 と 習得ポイ ン ト を付 し た。
練習課題の 内容はつ ぎの通 り であ る 。
－ 基礎練習課題 ： 奏法を習得す る た めの基礎的なテ ク ニ ッ ク を身につけ る た めの課題。 反復的な練
習が中心 と な る 。
－ 練習課題 A ： 基礎練習の応用課題 と し て短い練習曲を作成 し た。 よ り 実践的な課題で、 様々 な音
楽的文脈の 中 に置かれた奏法を習得す る 。
－ 練習課題 B ： 練習課題 A と 同 じ だが、 よ り 難易度の高い も の。
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譜例 1 通常音に続けて 同 じ
ピ ッ チでハー フ ヴ ア ルブに切｜ り 替え る 奏法。 音色の変化を
ね ら った使用方法である。 ［山
本裕之作曲 《ギンコ ビ口パ》］
譜例 2 ハ フ ヴ ァ ル ヴ奏法
では本来の ヴ ァ ル ヴ機能が失
われる ので、 グ リ ッ サ ン ドが
可能となる。 ［田中吉史作曲《”lao nコur D’O にdr E nドω
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ハー フ ヴ、 ア ル ヴ、奏法は、 ヴ、 ア ル ヴ、の押 し下げを中途に す る こ と に よ り 、 空気振動を正規の管 に ス
ト レー ト に 通 さ ない奏法であ る 。 こ の奏法は繊細な ピ ス ト ン操作が必要 と な る た め、 非常に デ リ ケー
ト な コ ン ト ロ ールが要求 さ れ る 。 例 え ば、 運指 「 1 23J と 「 1 234」 の ど ち ら を選択す る かで吹奏時
の抵抗感が異な り 、 さ ら に そ の押 し具合に よ っ て音色 も 少 し ず、つ違 っ て く る 。 譜例の よ う に 、 大 き
く わ け で 二通 り の使用 方法が あ る ので、 通常音 に続けて 同 ピ ッ チでハー フ ヴ ァ ル ヴに 切 り 替 え る テ
ク ニ ッ ク と 、 様 々 な音価や ピ ッ チの グ リ ッ サ ン ド技術を習得す る 必要があ る 。 特 に 後 者 の テ ク ニ ッ
ク の 中 で も 、 狭い音程幅に お け る 長い音価の グ リ ッ サ ン ド は、 コ ン ト ロ ールが難 し い と い う こ と を
認識 し て お く 必要があ る 。
基礎練習課題①ー 1
基礎練習課題① ー 1 スケール
をハー フ ヴ ァ ル ヴで奏す る練
業アーティキコレーシ ヨ ンの11(1lーン 習。 と と ろ ど と ろ に挿入されf旨ンギンゲ. ；；；力一 ト 甘（一J 二 J J乞h rご完石品����了 トの蜘合制 二土与ヰ；ι一－一比元月 」ム云－←一 フ ヴ ア ルヴ ；こ よ る ピ ツ チが正
しいか判断 しながら練習する。
•••N畑山；＇.＇. - - ,,.Ji1i - - .. �Jiず - ,,.Ji人F - - .. �Ji�r� 基礎練習課題①－2 同 ピ ッ チ
； ？ 「 ： I ... 』 ’ l 「 ： I I I' - I 」←ιJ II のハー フ ヴ ァ ル ヴ、 と通常音を］ー】 」占ー】 』直ーー
Half Valve 連続 して奏する練習。 ハー フ
ヴ ァ ル ヴ と 通常音と では吹奏
基礎練習課題①－2 感が異な るので、 両方 と も正
Nonna! Valve , � しい ピ ッ チを作 り 出せる よ う
千 四」 （ ，」 － "' '  - J『ー’←＝；.t>• － 工 ： 円 ・ 宍 h ’ 【 ； 卜 レ一二 ン グす る。 ピス ト ン,-.. �， � * � p • p p p V V V V V V r r の押 し具合や息の入れ方な ど
Half Valve を研究 しながら練習する。
練習課題①－A
all担虫三＼
／ーへ ／ーへー �－ 
porf 
＼～� マミご三百 ’そごプ でごづ
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練習課題①－ A グ リ ッサン ド
を伴う ハー フ ヴ、 ァルヴの練習。｜ は じめに通常音で開始音 と 到
達音の ピ ッ チ を確認 し、 次に
I ＼ー フ ヴ ァ ル ヴで練習 す る。i 先に述べた よ う に、 「1 23」 ま
た は 「1 234J の運指の選択を
行いながら練習する。
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練習課題①－B
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②ベ ン デ イ ン グ
譜例 3
J = 48 
練 習 課 題 ① － B リ ッ プ ト リ
ル を 伴 う ハ ー フ ヴ ア ル ヴ や、
運指の 違 い に よ る 音 色 の 差 を
出 す練習。
「J；：：：まと，，，／. ' . 戸3コ｛ ト .-3三L ... . .-3 「 譜例 3 到 達 音 が 指示 さ れ た!}t::- �一「� bトヘ � ＇ー トJ二工�� • . • �－－＜w ；二千ー 叫 べ ン デ イ ン グの例で あ る。 ［ 山併ー一一一ぞ ' . ’ ヲー→ーーー →ーー ーー －ーI
ι 本裕之作曲 《ギン コ ビロパ》］ザ 叩 ＝』 ザ 叩 〉 ザ 叩〉 叩 〉
譜例 4
譜例 4 元の音か ら 少 し ピ ッ チ を上げた り 下げ
竺ふ工弘 行；二工ムー一 一 と で ー表現上一2· ♂J I I I i平二戸」ιιド←i千ニド� ス を持 た せ る こ と を 目 的 と し て い る。 × 印は作! 1 I I I 曲者に よ る ペ ン デ イ ン グの指示で、 前の音 と 同ー：：：：：：： －..：：：＝： 『＝： 『＝＝ 『＝＝ 『＝＝ 『電＝ ー＝： －＜：：『＝
明p f じ運指で奏す る 乙 と を意味 し て い る。 ［伊左治
譜例 5
Sop. 1�1 
山 一一一一← お い
引 ‘ラ
Euph. I旨普
ぽ 一 れ ど !:> ね こ
直作曲 《蜘妹の巣の切れは し が静かな空中 を漂
う の が見えた》］
譜例 5 長い音価で、のベ ン デ、イ ン グ例。 乙 の場
合、 楽譜上は 仁 音よ り 下ま でペンデイ ン グ して
し ま わ な い よ う コ ン ト ロ ー ルが必要であ る が、
よ リ ペ ンデイ ン グの効果を求める場合、 意識的
に ピ ッ チの下げ幅を増や す こ と も あ る。 ［森田
泰之進作曲 《なむと ら やーやー と ら やーやー》］
ベ ンデ、 イ ン グは 、 運指を 回定 し た ま ま ピ ッ チを強制的に上げ下げす る 奏法 で あ る 。 ピ ッ チ を 下 げ
る よ り 上げる 方がベ ン デ ィ ン グ可能l隔が狭 く な る た め、 音 が ひ っ く り 返 り やす く な り 難 し い。 ボ ル
タ メ ン ト の効果を利用 し て 、 音 に 独特な表現上のニ ュ ア ン ス を持 た せ る よ う な 使 用 方法 も あ れ ば、
物理的な ピ ッ チ変化が主 目 ｜’｜守 に な る 場合 も あ る 。 後者の よ う な ピ ッ チ コ ン ト ロ ー ルを習得 し て お け
ば、 前者の よ う な使用 に も 対応 で き る で あ ろ う 。 音域や強弱 に 関 わ ら ず 自 在 に コ ン ト ロ ー ル で き る






















ピ ッ チを実音で確認 し、 次にペンデイ ン グで練習す
る。 これを全ての音域で行う。理主言理主主唾言需主
基礎練習課題②－2 音と音をペンデイ ングで繋ぐ練習。 ペンデ
イ ング した先の音と 同 じ音を通常の運指で続けて奏 し、 またそ
の音をベンテ、イ ング して次の音ヘ、 と い う 練習を経て、 二小節
目のよ う になめらかなポルタ メ ン 卜効果を出せるよ う にする。
タ虫竺！回
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練習課題②ーA
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練習課題②－A べンデ、イ ングの到達音がイ メージできている 乙 と、 つま り ソルフ エ ージ、ユ 力が重要となる。 基礎練習
課題② ー1 のよ う に、 は じめに全てベンデ、イ ングを省いて練習するとよい。
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練習課題②－B
Allegretto J = 62 
� .. －一一同 �.. －一一陶
年？子一一ザ一一円一→ヂ一一号 ’ ー ー 『 練習課題②ー B
ク レ ッ シ 工 ン ド、 ディp f ミ ヌ エ ン ド な ど、 ダイ
｜ ！ ！ ム－·－ �ごL ナ ミ ク ス 変 化 を 伴 う
． 練習。
問 ff•－ 「 2 wー岡 村一向
p j" 二二＝＝＝＝＝
f一～ - - e一一 ・一....，，.， f:－吋 .， ／＇一三
」ー「剛
靖司F 一一一一－ f 
③微分音
譜例 6
J�r.百函h 低ご＇＝ :J � .. 俗 台w LY-II- l ’ ＇＂ L－ ・ �-II- � ・ － 堪 ー
f5:4 5:4 5 句f ＝＝＝＝園 ーー�
岬 九匹D・h斥コエh:;--- を�.. お ー い睦.i,..�-11- 咋 問料 h.....,
t-ーー一一」ーー「ーι1重量!Eilia;;「4且目「ー一一宮＝＝＝－－－－－－－一一一一一--==--a冨量一JJ ＝ー
譜例 6 喋 り 声を楽器に移植す る と い う 趣旨の こ の作品では、 十二平均律だけでは表 し き れな い、 人の言葉が持つ精微







譜例 7 十二平均律の 音 と 微分音
を ぶつ け る こ と に よ っ て、 う な り
や不安定な音の効果を 出 し て い る。
[Martin Smolka 作曲 《Euphorium》］
微分音、 四分音を正 し く 奏す る た め に は 、 いわ ゆ る 十二平均律 と は異な る ピ ッ チ感覚を身 に つ け る
こ と が必要で あ る 。 微分音や四分音 に お け る 技術の基礎 と な る の は 、 奏す る 音の ピ ッ チを イ メ ー ジ
で き る か ど う かで あ る と い っ て も 過言ではない。 そのためには、 ま ずス ケールの練習が最適であ ろ う 。
微分音、 四分音ス ケール 4 を利用 し て 、 平均律上の音 と 音の聞に微分音程を作 っ てい く 練習を繰 り 返す。
特に 3 つ以上の ヴ ア ル ヴを使用 す る 音は音抜けが悪 く な る ので、 そ の抵抗感に慣れ る 必要があ る 。 さ




を 用 い た ス ケ ル の 応 用 練i 習。 は じ め に 四分音記号を 省
い た 平均律上の音 （ 1 小節 目i では A-8-C-C＃ーD） に し て練習
し、 次lこ 四分音で練習 す る の









J骨骨�b,. .. • － し u 量
i 基礎練習課題③ー 2 微分音
を 用 い た ス ケ ル の 応 用 練
習。 は じ め に 微分音記号を 省l い た 平均律上の音 （例 え ば 2
小節 目 で は D-D払E F F  G G#) 
に し て練習 し、 次 に 微分音で
練習す る の も よいだろ う 。
λ － �  .. ... 1. .. � 
基礎練習課題③ー2
ーー【 ＆ 仏 . ＂ 』 1-. .. •l： 二 ， I. I I ,J・ー ・h- I － － － ・ 2－砕匡一→，E� l"l!l"ltl" 「 . , 
』， E 』..i....i....l
L _  • . F岡崎
←－←ート－－，.－ - ·- . ・w n- •- - P•n �＼d ・・・ I 困圃薗・・ー...i
• � .. L - ,t ＂ ゐ
且・・....＿＿＿＿...＿
再 ￥b,.b，.�.. b .. c _  
主邑当ヤ �.. ' d犀 」 t
練習課題③ーA
ふ ＝ 78




四分音ずつ ピ ッ チ が変化 し てi い く 課題。 三和音の 響 き の保
持が重要。事量._ t， 』 － t，一←ー 」ー ムーー ...... 一一古圃・“ー 圃ーー」 － II# 当主主筆．幼 － 11. . _  jj,. 
練習課題③－ B 四 分音 と そ
れ以外の微分音の ピ ッ チ を 明i 確 に 区別 し、 コ ン 卜 口 ルす
る練習。
パコ． ..,..... デヘ ヤ五五五れ
怖 昨年 全 帥 a.. � r、
」」「
譜例 8 旋律すべて を ス ラ イ
Alleg同伽 ド サ ウ ン ドで演奏 す る 例。 通
� t剖 由 ム 四 ・ ． 3制 ． ． ・
nn " 羊 羊 �· ;.. ; �� 羊 半 栄 岳 ム， ・ 占 禁 よ 岳 －￥－ � －￥.  羊 －￥－ ；.. v 羊 ♀ 常 と は全 く 違 っ た音色に な る冊子�ナ→ーー・』＋一一 」 ・ 」 」 一 ： の で、 あ た か も 違 う 楽器で演
pull out幼＇ " 
柚 slidep伊e. P dolce 奏す る かの よ う な効果が得 ら
れる。 ［N iccolo Paganin i 作曲、
‘ 〉 三 竺－ ,;, ,0 ,A,. 占 ム ． 山本裕之編曲 《24 の 力 プ リ ー’ �  」 」三 ： ス》 よ り No.9]
f 
④ス ラ イ ドサ ウ ン ド
譜例 8































(pull out 也e 4th pipe） 割
,...E' H件
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ユー フ ォ ニ ア ム に おいて こ の奏法は、 筆者 （山本） の作品以外の既存作品 に は見 当 た ら ない 5。 各
ヴ ア ル ヴに は管長を微調節す る 「ス ラ イ ド」 （抜き差 し管） が繋が っ て い る が、 こ れを外 し そ の ヴ ア
ル ヴを押す と 、 空気はベル方 向 に涜れずに そ こ か ら 漏れる 。 一つの楽器で演奏 し て い る に も 関わ ら ず、
全 く 異 な る 二種類の音色を奏す る こ と がで き る が、 こ れは 同 じ く 音色の切 り 替 え が可能な ダブルベ
ル楽器 6 に類似す る 。 た だ し ス ラ イ ド サ ウ ン ド は通常の音 と 比較 し て音量は小 さ い。 ピ ッ チ も 奏者
の唇で コ ン ト ロ ールす る こ と に な る ので、 鍵盤楽器な ど で音程を確認 し な が ら 練習す る こ と が有効
で あ ろ う 。 ま た 鳴 り やすい音 と そ う でない音があ る の で、 鳴 る ポイ ン ト を探 り な が ら 練習 す る こ と
が必要で あ る 。 音色は マ ウ ス ピ ー ス のパズィ ン グ音 に 近いが、 ア パチ ュ ア の状態は通常の楽器演奏
時 と ほ ぼ同一で あ る 。 し か し 抵抗や息量が異な る ので、 通常の音 と 交互 に 奏す る と 体力 者E消耗す る
こ と に な り 、 慣れが必要であ る 。
基磁練習課題④一1
点観ス ラ ーは． レガー ト と タンギングの両方を練習す る．
還指は代表的なものを記す。
基礎練習課題④ー11 通常音と 閉 じ ピ ッ チを作
る練習。’ p  v r • r 
P凶I out the 1 st pi仰
J :60→ 鵬るだ砂早〈
a ” ’ S 、 、 、 、
ー ” i I I 、
', � 1 
J ＝；宇土�＇ 3.えh斗 ；－；��
－��－）� �－ － － － － － － －� － 、
基礎練習課題④－2
スケールの一部を ス ラ イ
ド サ ウ ン ド で 奏 す る 練
習。 ス ラ イ ドサ ウ ン ド部i 分の ピ ッ チを正確に、 ま
た音色が揃 う よ う に注意
しなが ら練習する。
基礎練習課題④－2
Pull out the 1 st pipe 




音 程 が 取 り や す い 課 題
であ る が、 特に半音の音
程 が 正 確 に 演 奏 で き よ
う に練習する。 譜例に複
数 の 運 指 が 示 さ れ て い1 る場合は、 よ り 正確な ピ
ツ チ を 奏 す る 乙 と の で








Pull o凶 the 3rd pipe 




·; .ょ 、．． ー‘
h .. :: ti. ト泌 主 主 主 性 ． …
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b・ 123 123 
L !.  !. !. 3 l= I. .， 』正＂
ー＝寸ーー」
練習課題④ーB
Pull out the 3rd pipe 





主 主 3 閣 A 3 3 品 練習課題④－ B 跳躍を伴つ詳 同 � h.;. l� 12l:i �3 ，）＜＇.� 区、，
ι； ' =t= p ； た 難 易 度 の 高 い課題。 低音
祥 子’7 ・ す 認l»_t＃� � 日 '! 域 で も ピ ッ チ が 明 瞭 に 出 る
角 お さ ？ 
よ う に練習する。
穿主 r--r『「 岳 地一一一一 手 再 』会 ，，－ー＼
吋
長 二 由 【 』長 宅 � 
杢






譜例 1 0 オ ク タ ー ヴの重音例である。 完全音程のなかでも少 しの狂いで う な り
が生 じ る オ ク タ ー ヴは、 美 し く 奏する のが難 し い。 ま た こ の例のよ う に、 重音の
次に跳躍で通常音を奏す る と と も容易ではない。 ［伊左治直作曲 《蜘蝶の巣の切
れは しが静かな空中を漂う のが見えた》］
。ー＝＝＝二 p ＝：＝ー。
譜例 1 1 声 の シ ラ ブ ル 変 化
を伴っ た重音。 母音の違いを
活用 し、 ホ ミ ー の よ う な音
色変化を実現 し て い る。 その
意 味 で は 通 常 の 重 音 と は 目
的 が 異 な る ユ ニ ー ク な 使 用
法であ る。 なお同時にハーフ




副 112 piston 
Suono l�官
112 pis拍n 《L’1 ngenuo》］
型P 開叩柁し 明p:::::=-o
譜例 1 2 重音の技術を 用 い た
複旋律の書法で書 かれて い る。
ピ ッ チ が 乙 の よ う に 接近 し て
譜例 1 2 いる場合、 二本の旋律線を きれ
[j] All唱ro con 匂irito cJ・·126 132) い に 奏 す る た め に は 声 と 楽器
� ;2町ご前；＝＝＝：＝＝功叫 山 山. cK一前 、 音 の 音 量 バ ラ ン ス 等 を 工 夫す
F I�； ：ど し円 ” ナ ’ ； る必要があ る。
I I V ηf dim. (in 臼mpo ) 叩 [James Curnow 作曲
《Sympho「iic Variants》］
奏者の声 と 楽器音 の組み合わ せ に よ っ て作 ら れ る 重音 で は 、 音程に よ っ て難易 の差が激 し い。 完
全 5, 8 度は 協和 し や す く 、 長短 3 度 と 長 6 度 も そ れ に 続 い て 美 し く 鳴 る 。 し か し 短 6 度 と 完全 4
度は う ま く 協和 し な い事が多 い 80 2 度は楽器音 と 声が干渉 しやすいためか、 や は り う ま く 鳴 ら な い
場合が多い。 本教材 で は 鳴 り に く い音程は で き る だけ外 し て あ る が、 逆 に い え ば教材中 の 重 音 は 少
な く と も 習得 し て お き た い も の ばか り であ る 。
重音は、 コ ラ ールの よ う に 「 う た」 と し て使用す る 場合 も あれば、 ボ ル タ メ ン ト を伴 っ た り 、 同
度でぶつ け た り す る こ と に よ っ て特殊な音響効果を求め る な ど、 様々 な 目 的で使用 さ れて い る 。
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・ 鰻白返しQ)l 園田陣スラー‘ E回目障タ ンギンタ ｛逆臨でも可】一 一 ー ・ ・ ・ ・・ ・ ・ ー ー ー ー ー ， ． ー ・ 『 句 白’ ・ ー － －
』..1 - - .・ 日 J 
基礎練習課題⑤－4
スラーとスタ ッカー トの2種類の奏法で
�� －i,字 企 恰
再建F








基礎練習課題⑤一1 完全 5 度の練習。 声を後か
ら重ねる 乙のよ う な重音は易 しいので、 まずはと
れをマスタ ーする 乙 とが必要である。 ピッ チその
ものに気を配る と とも大切だが、 声の質を工夫 し
た り 声と楽器音の音量を揃えるなど、 う ま く 協和
するバラ ンスを研究する と とが大切である。
基礎練習課題③－2 声と楽器音を同時に出す練










J ＝；乙弓 ヂミ ぷこみ じ二九
ず V 「 p I V ＂＊－� 




ク タ ー ヴは難易度が
高い。 少 しでも ピ ッ
チが狂う と う な り が
生 じる ため、 基礎練脅 習課題⑤ー 1 でも述
べたよ う に様々 なバ
ラ ンスを研究 しなが




i 声の ピ ッ チが変化す
る課題。 3 ～ 4 小節
目 で声を保持 したま
ま楽器音がオ ク タ ー
ヴの跳躍をする箇所
では、 声の ピ ッ チが













ユーフ ォ ニアムにおけ る特殊奏法習得のための教材開発
練習課題⑤－Bl
i i i  













j .I I I . 刀 」�
r------r.よと工よ／ I r；－� 
練習課題⑤ーB2
)! = 194 
f可。 ロロ ii，ょ π1 I �� � 
L占」 ］ 」ム」 」ム占J P# ｜ 」 P# l 」」
吋 一＝三 叩f
l 」でち 「:-1 「で:1 「門 ふ E ふ 庁1 �� 
Lム斗ー」 戸 4 ・ 吾 、J L...L....I 1'1' tι」
二＝＝ー 勾P
ril四 z a t四司po仕 口 付 ロ 字幅τ� 汀つ 口 付コ ロ
tム」 耳 1ic.↓」 手 ザ 1 1 1 1 1 � �� �� � 
f p pp 
3 . おわ り に
練習課題⑤－Bl
声 と 楽器音に よ る対
位法的な練習曲。 縦








く よ う に奏する。
現代音楽 に お い て 、 特殊奏法 は ど の 曲 に も 必ず使わ れて い る わ け で は な い が、 現代音楽を レバー
ト リ ー と す る 奏者 に と っ て は避け ら れない も の で あ る 。 そ の た め に も 、 特殊奏法を習得す る 方法論
の整備は必要で、あ っ た は ずで あ る 。 し か し実際に は、 特殊奏法に特化 し た教材は ほ と ん ど ない。
一方で、 特殊奏法は本来楽器が製作 さ れ る 段階 に お い て は想定 さ れて い な い奏法で も あ る 。 ま た
同 じ奏者 に よ っ て も 、 使用 す る 楽器の メ ー カ ーや型番に よ っ て 、 そ の成功率が異 な る 場合 も 珍 し く
ない。 こ の よ う な理由か ら 、 特殊奏法は 通常奏法に 比べて教材が作 ら れに く か っ た側面 も あ る と思
わ れ る 。
本稿で は 、 奏者の差や楽器の個体差を で き る だけ考慮 し て 、 tfL用性の あ る 教材の作成を 目 指 し た が、
今後は様 々 な奏者 に よ る 試奏を通 し て 、 さ ら に 詳細な検討が必要だ ろ う 。
ユー フ オ ニ ア ム奏者が特殊奏法 に 出会 っ た際に、 本研究報告が少 し で も 助力 と な れば、 筆者 に と っ
て大な喜びで あ る 。
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脚注
I 山本裕之 ・ 小寺香奈 「ユーフ ォ ニアムにおける微分音の研究 ー 微分音 ・ 4 分音スケールの開発 ー」 『岩手大学教育学部附属教育
実践総合セ ン ター研究紀要』 第 8 号 ， 2009, pp. 67 - 80：， 山本裕之 ・ 小寺香奈 「ユーフ ォ ニアムにおける重音奏法の問題点一倍
音列 と の関係を中心に」 『愛知県立芸術大学紀要』 No.40, 20 1 1 ,  pp. 9 7  I 09 
2 ヤマハ、 ウ ィ ルソ ン、 ベ ッ ソ ンの三メーカーを想定 している。
3 誌面の都合に よ り 、 作成 し た教材の中からその抜粋のみ掲載 してある。
4 山本裕之 ・ 小寺香奈 「ユーフ ォ ニアムにおける微分音の研究 ー 微分音 ・ 4 分音スケールの開発 ー」 『岩手大学教育学部附属教育
実践総合セ ン ター研究紀要』 第 8 号 ， 2009, p. 78.80 
5 ト ロ ンボー ンにおいては、 村田厚生氏 （ ト ロ ンボー ン奏者） が自 ら のイ ンターネ ッ ト ・ サイ ト で 「 F ア タ ッ チメ ン ト の抜き差
し管を外 し て シ ョ ー ト カ ッ ト し た部分か ら 音を出す奏法」 と して同 じ原理の奏法について触れてい る （http://www.sonatajp/ 
murata.kousei/technique.htmO。
6 1 880 年か ら約 80 年間にわ た っ て製造された ダブルベル ・ ユーフ ォ ニアムは、 その名の通 り 二本のベルを持ち 、 ヴ ア ル ヴ操
作に よ っ て音の出るベルを切 り 替えていた。 セ カ ン ドベルは少 し小さ く 、 音色も異な っ ていた。
7 運指番号が縦に並べて記されている も のは、 後数のメーカーの楽器を用いて ピ ッ チデー タ を採取 し、 その結果得 ら れた共通す
る運指を意味す る。 楽器問で運指が異なる場合は、 それぞれの運指を 「or」 で記 した。
8 山本裕之 ・ 小寺香奈 「ユー フ ォ ニ ア ム に お け る 重音奏法の問題点 倍音列 と の関係を中心に」 『愛知県立芸術大学紀要』
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